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に対し，点列Pn = (xn, yn) (n = 0, 1, 2, · · · · · · )
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(1) aが正の実数を動くとき，△P0P1P2 の面積を最大にする aの値を求めよ。

(2) aを (1)で求めた値とする。△P0P1P2，△P1P2P3，· · · · · ·，△PnPn+1Pn+2の和
集合として表される図形の面積を Sn とするとき， lim

n→∞
Sn を求めよ。


